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市議会報告

　

福
山
市
は
12
月
議
会
で
、
新
た
な
「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
」

を
提
案
し
ま
し
た
。
施
行
条
例
と
は
、
国
の
法
律
に
あ
わ
せ
て
統
一
ル
ー
ル
に
従
う

も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
の「
個
人
情
報
保
護
条
例
」は
廃
止
す
る
方
針
で
す
。

　

福
山
市
が
住
民
の
個
人
情
報
を
守
る
た
め
に
独
自
に
定
め
て
き
た
保
護
の
ル
ー

ル
が
後
退
さ
せ
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
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情
報
も
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

個
人
情
報
保
護
条
例
は
、
憲

法
に
も
と
づ
く
住
民
の
「
自
己

情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
」
を
保

障
し
て
き
た
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
国
は
、
個
人
情
報

の
保
護
よ
り
も
情
報
を
利
活

用
す
る
こ
と
を
優
先
さ
せ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、「
デ
ー
タ
流

通
の
支
障
と
な
り
得
る
」
自
治

体
の
個
人
情
報
保
護
条
例
を

な
く
し
、
規
制
が
ゆ
る
い
国
の

　

個
人
情
報
保
護
条
例
は
、
各

地
方
自
治
体
が
国
に
先
駆
け
、

独
自
に
定
め
て
き
ま
し
た
。

　

福
山
市
で
も
、
個
人
情
報
を

守
る
こ
と
は
個
人
の
尊
厳
に

か
か
わ
る
基
本
的
人
権
と
い

う
立
場
で
条
例
が
運
用
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
情
報
は
本
人
か

ら
直
接
収
集
し
、
目
的
外
の
利

用
や
外
部
提
供
に
制
限
を
か

け
て
い
ま
す
。
差
別
や
偏
見
、

基
本
的
人
権
の
侵
害
が
生
じ

な
い
よ
う
、
収
集
を
禁
止
す
る

個
人
情
報
保
護
条
例
が
廃
止
へ
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法
律
に
従
わ
せ
よ
う
と
し
て

い
る
の
で
す
。

　

背
景
に
は
、
経
団
連
が
新
成

長
戦
略
で
「
死
活
的
に
重
要
な

の
が
デ
ー
タ
の
活
用
」
と
し
た

よ
う
に
、
個
人
情
報
を
儲
け
の

タ
ネ
に
し
た
い
財
界
の
要
望

も
あ
り
ま
す
。

　

顔
認
証
や
個
人
の
行
動
履

歴
な
ど
膨
大
な
情
報
が
デ
ー

タ
化
さ
れ
る
デ
ジ
タ
ル
社
会

だ
か
ら
こ
そ
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

権
の
強
化
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
市
議
団
は
14

日
、
地
方
自
治
問
題
研
究
機
構

主
任
研
究
員
の
久
保
貴
裕
氏

を
講
師
に
迎
え
、「
福
山
市
に

お
け
る
個
人
情
報
保
護
の
課

題
に
つ
い
て
～
憲
法
に
基
づ

き
、
住
民
の
基
本
的
人
権
と
地

方
自
治
を
守
る
た
め
に
」
と
題

す
る
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

個
人
情
報
保
護
条
例
の
今

後
の
課
題
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

国
家
構
想
、
子
育
て
支
援
ア
プ

リ
、
子
ど
も
の
情
報
連
携
な
ど

福
山
市
が
進
め
る
デ
ジ
タ
ル

政
策
に
つ
い
て
の
分
析
で
す
。

◆
学
習
会
の
資
料
を
提
供
し

ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
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福
山
市
は
「
男
女
共

同
参
画
推
進
条
例
」
を

改
定
し
、
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
を
廃
止

す
る
方
針
で
す
。

　

現
在
、
セ
ン
タ
ー
は

草
戸
町
に
あ
り
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
な
ど
の
相
談
が

受
け
や
す
い
よ
う
駅

に
近
い
市
役
所
本
庁

舎
で
事
業
を
実
施
す

る
た
め
と
の
こ
と
で

す
が
、
セ
ン
タ
ー
に
は

男
女
共
同
参
画
推
進

の
拠
点
施
設
と
し
て

の
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
の
廃
止
は
、
男
女

共
同
参
画
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

の
推
進
に
逆
行
す
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

福
山
市
の
個
人
情
報
保
護

規
定
を
国
言
い
な
り
に
後
退

さ
せ
る
の
か
、
憲
法
・
地
方
自

治
に
も
と
づ
き
維
持
・
前
進

さ
せ
る
の
か
、
大
き
な
分
か
れ

道
で
す
。

　　

市
は
、
12
月
議
会
で
条
例
の

議
決
後
、
来
年
１
月
に
広
報
に

掲
載
し
て
市
民
に
周
知
し
、
４

月
に
条
例
を
施
行
す
る
と
し

て
い
ま
す
。

　

市
民
の
意
見
を
聞
く
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
募
集
し

な
い
考
え
で
す
。
情
報
の
主
体

で
あ
り
、
主
権
者
で
あ
る
住
民

の
意
見
を
聞
か
な
い
姿
勢
は

許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

「
基
本
的
人
権
と
住
民
自
治

を
守
れ
」
の
声
を
あ
げ
、
個
人

情
報
を
守
る
た
め
の
運
動
を

広
げ
る
と
き
で
す
。
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